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認知症とは

　認知症とは、さまざまな原因で認知機能が低下し、日常生
活や社会生活における支障が６カ月以上継続している状態を
言います。認知症になると、すぐに物事を忘れたり、考える
スピードが遅くなるなど、分からないことやできないことが
増えていきます。特別な病気ではなく、誰にでも起こりうる
脳の病気です。

５人に１人が発症する身近な病気

　団塊の世代がすべて 75 歳以上となる、令和７年には、65
歳以上の５人に１人が認知症を発症すると言われています。
そのため、認知症になっても、誰もが安心して住み慣れた地
域で過ごせるよう、認知症について正しく理解することがと
ても大切です。

地域福祉課（市庁舎３階、☎65・4113）問い合わせ

９月は「世界アルツハイマー月間」です

「認知症」知ってほしい　　　　　　　　のこと

詳しくはこちら▶
（認知症ガイドブック） 世界アルツハイマーデー

世界アルツハイマー月間

不安や心配は、地域包括支援センターへ相談を

　認知症は、早期発見と早期対応が大切です。「物忘れ
が増えた」「家族が認知症かもしれない」など気になる
ことがあれば、地域包括支援センターへ相談してください。
相談者に合わせた支援をするほか、介護を担う家族が感
じる不安や困り事について相談に応じます。
　地域包括支援センターの連絡先は市ホーム
ページを確認するか、地域福
祉課へ問い合わせください。

認知症の人と接するときは

　国際アルツハイマー病協会が、認知症への正しい理解を
広めることを目的に、９月21日を「世界アルツハイマーデー」、
毎年９月を「世界アルツハイマー月間」と定め、世界中で
認知症についての啓発活動を行っています。
　帯広市でも、「世界アルツハイマー月間」に合わせ、認知
症についての周知・啓発に取り組んでいます。この機会に、
認知症について正しく理解し、学びを深めましょう。

認知症に関する冊子の配布やパネルを展示。
期間　９月14日㈬～21日㈬
　　　８時45分〜19時（初日は12時から、最終日は
　　　15時まで。土・日曜日、祝日は10時〜17時）
場所　市民ホール（市庁舎１階）

認知症に関する図書を集めたコ
ーナーを設置。
期間　９月22日㈭～29日㈭
　　　（26日㈪を除く）
　　　10時〜20時（土・日曜日、
　　　祝日は18時まで）
場所　図書館１階（西２南14）

令和３年の図書特設コーナーの様子 ▶

認知症啓発パネル展

認知症関連図書特設コーナー

増えています
認知症サポーター

　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症の
人とその家族を見守る応援者です。養成講座では、具体的な
症状や認知症の人との接し方などを学ぶことができます。
　認知症の人の支えとなる、サポーターを増やしていくこと
で、「認知症になっても安心して暮らせるまち」を目指して
います。

市内の小・中学校や企業などでも講座を開催
　令和２年度から「おびひろ市民学」の一環として、市
内の小・中学校（学年限定）で認知症サポーター養成講座
を開催し、２年間で延べ5386人の小・中学生が講座を
受講しています。

　市内で活動する団
体や企業へ講師を派
遣し、講座を開催す
ることも可能です。
詳細は問い合わせく
ださい。講座の様子を
紹介した動画もぜひ
ご覧くだ
さい。

▲ 帯広第二中学校で開催した様子

ロバ隊長 ９月の開催
情報は13頁を
見てね。
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作るんだっけ…

支える「何も分からない」は、間違い
　認知症になっても、すべてのことが分からなくなるわけで
はありません。自らの変化に気付き、戸惑い、誰よりも自分
の事が心配で、苦しくて、悲しいと感じています。

本人ができることを生かす
　物忘れによる失敗や、今までできていたことがうまくいか
ないなどの出来事が次第に多くなり、誰よりも早く本人が
「何かおかしい」と感じ始めます。やり場のない不安や怒り
から、突然怒りだすなど、家族や周りの人を困らせることも
あるかもしれません。
　本人の不安や苦しみを理解して、本人ができることを生か
しながら、さりげなく声掛けや手助けをしていきましょう。
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作らなくて
良いのに…

認知症サポーター
キャラバンのマスコット
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